


はじめに 

少子高齢化の進行に伴って労働力人口が減少基調で推移する中で、持続的な経済成 

長を維持するためには、ひとりひとりがもてる能力を発揮し、向上させていくことが 

できる社会を形成していくことが必要となっており、「能力本位（能力が見える）」の 

採用・処遇がなされる労働市場づくりを進めることが急務となっています。 

ロジスティクス分野では、労働集約的な物流現場の管理運営にあたって、成長期を 

通じて豊富な現場経験を有し広い知見を有する管理者層が各社内で育成され、長年に 

わたって後進の指導にあたってきました。 

しかし、近年、ロジスティクス分野では、以下のような問題があります。 

・ 現場管理層が退職時期を迎え、主として非定型の指導ノウハウが継承されに 

くくなってきている。 

・ 物流子会社や物流業務のアウトソーシングの進展、有期雇用・派遣社員やパ 

ート・アルバイトへの依存の高まり、労働流動性の向上に伴い、現場作業員 

へのノウハウが継承・蓄積の機会が少なくなってきている。 

・ 各種コンプライアンスの要請、労働安全衛生の向上、会計制度や各種情報シ 

ステムの整備等に伴って管理業務の内容が複雑化している。 

このため物流現場における中堅管理者層の再構築（人材育成・能力向上）が喫緊の 

課題となっており、そのための訓練・評価体制の整備が必要とされています。 

以上のような背景から、既存の職業能力評価基準を活用して、物流現場で働く中堅 

管理者(現場主任・リーダー)を対象とした育成の手引きを作成しました。この手引き 

は、人材育成の一般的な手順にしたがって、物流現場で働く中堅管理者の育成手順を 

示しています。さらに、この手順の各ステップで活用することができる「評価シート」 

も付属されています。 

この手引きが物流・ロジスティクス関係者によって活用され、多くの中堅管理者(現 

場主任・リーダー)が育成されるとともに、物流現場の効率化が図られることを願って 

います。是非、本手引きをご活用ください。 

＊ 職業能力評価基準 

職業能力評価基準については、中央職業能力開発協会のホームページをご参照ください。 

＜参照先＞ http://www.hyouka.javada.or.jp 

＊ 物流現場で働く中堅管理者(現場主任・リーダー)育成の手引き 

社団法人日本ロジスティクスシステム協会のホームページよりダウンロードが可能です。 

＜ダウンロード先＞ http://www.logistics.or.jp 

2010 年３月 

社団法人日本ロジスティクスシステム協会
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１ 
手引きの活用にあたって 

◆手引きの活用場面 

この手引きは、物流現場で働く中堅管理者(現場主任・リーダー)の育成のための支 

援ツールとして開発されました。荷主企業、物流事業者における手引きの活用場面は 

下記のとおりです。 

【荷主企業】 

(1) 製造業 

①物流拠点で働く中堅管理者を育成する。 

②物流拠点における業務委託先の中堅管理者の育成を支援する。 

③工場敷地内にある倉庫で働く中堅管理者を育成する。 

④工場倉庫業務の委託先の中堅管理者の育成を支援する。 

⑤製造委託先の工場倉庫で働く中堅管理者の育成を支援する。 

(2) 卸売業・小売業 

①物流拠点で働く中堅管理者を育成する。 

②物流拠点における業務委託先の中堅管理者の育成を支援する。 

【物流事業者】 

(1) 物流拠点を持つ物流事業者（アセット型） 

①物流拠点で働く中堅管理者を育成する。 

②物流拠点における業務委託先の中堅管理者の育成を支援する。 

③物流業務委託先の中堅管理者の育成を支援する。 

(2) 物流拠点を持たない物流事業者（ノンアセット型） 

①物流業務委託先の中堅管理者の育成を支援する。 

◆評価シートについて 

この手引きには、「評価シート」が付属されています（16 ページ～25 ページをご参照 

ください）。評価シートの電子ファイルは、(社)日本ロジスティクスシステム協会のホ 

ームページよりダウンロードすることができます。 

＜ダウンロード先＞ ：http://www.logistics.or.jp
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２ 
人材育成の手順について 

企業における人材育成は、一般的に、下記の手順で行われています。 

ここでは、物流現場で働く中堅管理者(現場主任・リーダー)の育成手順について、 

下記の人材育成の手順に沿ってご紹介します。 

ステップ１ 現況把握 

組織の人材育成方針や、中堅管理者(現場主任・リーダー)の現状の能力 

を把握する。 

ステップ２ 能力要件(目標レベル)の設定と教育課題の把握 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の 「能力要件(目標レベル)」 を設定する。 

さらに、現状から目標に到達するために、両者の差（ギャップ）を教育課題 

として把握する。 

ステップ３ 教育カリキュラムの策定 

教育課題から導き出される必要な知識、技法等を体系的に整理し、日常の 

業務に直結する教育カリキュラムを策定する。 

ステップ４ 教育カリキュラムに基づいた教育訓練の実施 

教育カリキュラムに準じた教育訓練を実施する。 

ステップ５ 事後評価 

実施した教育や訓練の効果について評価する。 

ステップ６ その他（中堅管理者の成長を支援する体制整備） 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の成長を、継続的に支援する体制を整 

備する。
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＜イメージ図＞ 
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の現在の能力 
（現況把握） 

ギャップ 
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ステップ１ 現況把握 

◆現況把握のポイント 

１．経営理念・経営戦略、人材育成計画との関係 

経営理念や経営戦略と連動して、体系的な人材育成計画のもとに、中堅管理者(現場 

主任・リーダー)の人材育成が行われることが理想です。 

実施しようとする中堅管理者(現場主任・リーダー)の人材育成が、 自社の経営理念、 

経営戦略、人材育成計画と連動しているかを、まず、ご確認ください。 

２．社員の現況の能力把握のポイント 

「現状の能力の把握の仕方がわからない」、あるいは、「業務が忙しくて、現況の能 

力を把握する時間がない」等の理由により、中堅管理者(現場主任・リーダー)の現況 

の能力を把握することが難しい場合があります。 また、「詳細には把握できていないが、 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の能力のレベル感は把握している」という企業も多 

いと思われます。 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の能力を把握する一般的な方法は、以下のような 

ものが考えられます。自社に合った方法で、現状把握を行ってください。 

1. 付属の評価シートを活用する。 

2. アンケートを実施する。 

3. 社員面接を実施する。 

4. 社内で試験を実施する。 

5. 社外の試験を活用する。 

6. 日常業務を観察する。 

7. 個人・職場の業績（経済的効果）を参考にする。 

8. 外部機関に依頼する。
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ステップ２ 能力要件(目標レベル)の設定と教育課題の把握 

◆能力要件(目標レベル)の設定と教育課題の把握のポイント 

１．能力要件(目標レベル)とは 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の能力を向上させるためには、「中堅管理者(現場 

主任・リーダー)として、こうあって欲しい」という能力要件(目標レベル)を定める必 

要があります。 

この能力要件(目標レベル)を、①企業理念や経営戦略に連動した形で設定する企業 

もあれば、②中堅管理者(現場主任・リーダー)の現況の能力を把握し、不足している 

能力を補えた状態を目標レベルとして設定する企業もあります。いずれかの方法で、 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の能力要件(目標レベル)を設定してください。 

２．教育課題とは 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の現況の能力レベルを把握し、能力要件(目標レベ 

ル)を策定すると、その能力レベルに差（ギャップ）が存在することが見えてきます。 

・ 企業が考える理想の人材像と現況の能力レベルとの差 

・ 現状において、不足していると思われる能力 等です。 

この差（ギャップ）が教育課題となります。この差が生じている原因を究明するこ 

とが重要になります。 

中堅管理者 
（現場主任・リーダー） 

どうして差が 
生じているの 
だろうか？ 

現況レベル 

能力要件 

（目標レベル） 

上司 

どうしたら差 
を埋めること 
ができるだろ 
うか？
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ステップ３ 教育カリキュラムの策定 

◆教育カリキュラム策定のポイント 

物流現場で働く中堅管理者(現場主任・リーダー)を目標レベルの人材に育成するた 

めには、教育カリキュラムを策定し、カリキュラムに沿って教育訓練を実施すること 

が必要になります。 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の現状の能力と、能力要件(目標レベル)とを比較 

することにより導き出される知識や技法などを整理し、これらの習得に必要なカリキ 

ュラムを策定します。 

教育カリキュラム策定の際のポイントは以下のとおりです。 

1. 付属の教育訓練カリキュラムシートを活用する。 

2. 既存の教育カリキュラムを活用する。 

3. 日常業務を観察し、必要な知識や技法を見つけ出す。 

4. アンケートを実施し、必要な知識や技法を見つけ出す。 

5. 社員面接を実施し、現場ニーズ等から、必要な知識や技法を見つけ出す。 

6. 外部セミナー・研修のメニューを参考にする。 

7. 外部機関に策定を依頼する。 

また、 教育カリキュラムを策定することにより、 以下のような効果も期待されます。 

【上司】 

・ 訓練目標、訓練内容、訓練方法等を教育カリキュラムに記載することによ 

り、指導内容の指針が明確になる。 

【中堅管理者(現場主任・リーダー)】 

・ 訓練の目標や内容を理解させ、教育訓練の動機付けや受講意欲を喚起させ 

ることができる。
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◆教育訓練方法について 

教育カリキュラムの策定の際に、 教育訓練方法についても検討する必要があります。 

教育訓練方法には、主に、OJT(On the Job Training)と、Off-JT(Off the Job Training) 

があります。実施する際のメリット・デメリットを考慮し、教育訓練方法を決定して 

ください。 

１．OJT(On the Job Training)について 

OJT(On the Job Training)とは、「上司が部下の職務に必要な能力の向上・改善を目 

的として、仕事を通じて行う、計画的・合目的的・継続的かつ組織的な教育活動」と 

されています。OJT の主な特徴（メリット・デメリット）は、以下のとおりです。 

1. 時間的に機会が多い。 

2. 無理なく実行することができる（たえず実施されている）。 

3. コストが安くすむ。 

4. 教えられる側の現状能力や個性にそって行うことができる。 

5. 上司と部下の信頼関係が構築される。 

6. 当面の問題解決が対象になりやすい（短期志向）。 

7. 一度に少人数しか指導できない。 

8. 上司の知識や経験によって制約される。 

２．Off-JT(Off the Job Training)について 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の育成を OJT のみで行うことは難しいため、OJT 

と Off-JT(Off the Job Training)を使い分けて実施する（教育訓練を設計する）こと 

が求められます。Off-JT の主な特徴（メリット・デメリット）は、以下のとおりです。 

1. 一度に多くの社員を教育することできる（効率的）。 

2. 平等に教育することができる（上司による差がない）。 

3. 社内講師、社外講師等、教育のプロが指導してくれる。 

4. 職場を離れるため、仕事を中断させることになる。 

5. コストが高くなる。 

主な Off-JT は以下のとおりです。 

1. 社内研修（社内講師／社外講師） 

2. 社外研修（講座・セミナーなど） 

3. 教育ＤＶＤ、教育ビデオ 

4. 通信教育 

5. e ラーニング
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ステップ４ 教育カリキュラムに基づいた教育訓練の実施 

◆教育訓練実施のポイント 

１．OJT 実施のポイント 

OJT が、日常業務の中で効率的に行われるためには、環境を整備する必要がありま 

す。OJT 実施における主なポイントは以下のとおりです。 

・ OJT の基本的方針（目的・目標）や、OJT の考え方を周知させる。 

・ OJT の実施手順を周知させる。 

・ OJT において指導にあたる社員（指導者）への教育訓練を実施する。 

・ OJT を円滑に実施できるよう、ツール整備（例：マニュアル作成）を行う。 

２．Off-JT 実施のポイント 

Off-JT による教育訓練には様々な方法（集合研修、通信教育、e-ラーニング等）が 

あります。それぞれの特徴（メリット・デメリット）を理解し、組合せながら効果を 

最大限にすることが重要です。以下は、集合研修の実施における主なポイントです。 

・ 参加者は現場を離れて教育訓練に参加することを認識し、参加者の動機づ 

けや、参加者が実施前に準備ができるように、事前に開催通知や呼びかけ 

を行う。 

・ 予算面の制約を考慮しながら、教育研修の効果が期待できる研修施設を選 

定する。時間的要素（例：準備や片づけを含めた運営時間、講師や参加者 

の移動）、空間的要素（例：広さ、レイアウト）、環境的要素（例：周辺環 

境、ロビー・休憩所の有無）等に配慮する。 

・ 研修施設担当者や講師との打合せを密に行う。 

・ テキストや教材を準備する。 

・ 備品（プロジェクター、パソコン、ホワイトボード等）を準備する。 

・ 自社内に社内講師がいない場合は、外部の教育機関や外部講師を活用する 

ことになるため、外部教育機関の特徴や事業内容、外部講師の専門分野等 

に関する情報を常に収集しておくことが必要となる。
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ステップ５ 事後評価 

◆事後評価のポイント 

教育カリキュラムにしたがって実施した教育訓練の後に、中堅管理者(現場主任・リ 

ーダー)の理解度や目標達成度等について評価する必要があります。 

教育訓練の効果は、ある程度の期間を経過してから現れてくるものであり、教育訓 

練を実施した直後に、その効果が現れることは期待できません。そのため、教育訓練 

終了後、ある一定期間を経過してから事後評価を実施してください。 

また、事後評価としては、理解度、実践度、貢献度の３つが考えられます。 

①理解度に関 

する評価 

教育訓練で学んだ知識・技術等が、中堅管理者にどの程度身に付いてい 

るのか（理解度）を評価する。 

理解度に関する評価は、教育訓練実施直後の評価も可能である。 

②実践度に関 

する評価 

教育訓練で学んだ知識や技術等を活用して、どの程度、職務上で実践し 

ているのかを評価する。 

教育訓練終了後、一定期間を経過してから実践されるため、評価も、一 

定期間を経過した後（例：半年後、１年後）に実施することが望ましい。 

③貢献度に関 

する評価 

教育訓練で学んだ知識や技術等を活用して、職務上で実践し、その結果 

として、コスト低減、品質の改善などに繋がっている（結果を生み出して 

いる）のかを評価する。 

教育訓練終了後、一定期間を経過してから実践され、その後に効果（結 

果）として現れるため、評価も、一定期間を経過した後（例：半年後、１ 

年後）に実施することが望ましい。 

教育訓練後の評価方法としては、以下のような方法が考えられます。自社において 

実施できる手法を採用して、事後評価を実施してください。 

1. 付属の評価シートを活用する。 

2. アンケートを実施する。 

3. 社員面接を実施する。 

4. 社内で試験を実施する。 

5. 社外の試験を活用する。 

6. 日常業務を観察する。 

7. 個人・職場の業績（経済的効果）を参考にする。 

8. 外部機関に依頼する。
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ステップ６ その他（中堅管理者の成長を支援する体制整備） 

(1) フォローアップの実施 

中堅管理者(現場主任・リーダー)が教育訓練の内容を十分に理解し、それを業 

務で活かすことができているのかを、 一度振り返って再確認する必要があります。 

上司は中堅管理者のフォローアップを実施してください。 

(2) 教育訓練の継続的実施 

日々の業務の合間に社員に対して教育訓練を実施することは難しいことですが、 

教育訓練を通じて、社員の「やる気」を喚起させ、日々の成長を実感できるよう 

にすることが大切です。また、社員の成長とともに、目標レベルが上がり、新た 

な課題が発生しますので、教育訓練によって解決する必要があります。教育訓練 

が継続的に実施されることが望まれます。 

(3) 教育カリキュラム等の見直し 

中堅管理者(現場主任・リーダー)育成のために開発した研修コースや訓練科目、 

教材等の質を保つことが、効果的な教育訓練の実施に繋がります。社員の能力評 

価だけではなく、教育カリキュラム、講師、教材等についても評価し、随時、見 

直しを行ってください。 

(4) 諸制度の構築 

社員を継続的に支援するための諸制度を構築することが重要になります。これ 

により社内・職場が活性化され、社員のモチベーション向上が図られます。さら 

には、企業全体に教育する風土が構築されることにも繋がります。 

① 自己啓発への援助制度の構築 

② 評価制度・表彰制度・改善提案制度等の構築 等 

(5) 教育部門・教育スタッフの配置 

教育訓練は経営機能を支える重要な補完機能です。教育訓練が継続的、効果的 

に行われるために、教育部門・教育スタッフを配置することが重要になります。 

専属の部門やスタッフを配置することが困難な場合は、定期的に人材育成や教 

育訓練について検討を行う機会を設けてください。
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３ 
評価シートの構成 

この手引きには、「２. 人材育成の手順について」で紹介した人材育成の手順の各ス 

テップで活用することができる「評価シート」が付属されています（16 ページ～25 ペ 

ージをご参照ください）。 

評価シートの電子ファイルは、(社)日本ロジスティクスシステム協会のホームペー 

ジよりダウンロードすることができます。 

＜ダウンロード先＞ ：http://www.logistics.or.jp 

◆評価シートの構成 

(1) 能力評価項目 

物流現場で働く中堅管理者(現場主任・リーダー)に必要とされる「心構え」、「専 

門知識」、「管理能力」に関する能力評価項目が、体系的に整理されています。 

能力評価項目は小項目レベルで 24 項目あります。24 項目の中から、自社にお 

いて必要な項目を選択してお使いいただけます。 

大項目 中項目 小項目 NO. 
中堅社員の心構え 中堅社員の役割 ①要求される役割・能力・知識 1 

物流・ロジスティクス ①物流・ロジスティクス概論 2 
物流事業者の概況 ①自社の内部環境・外部環境 3 
関係法令・規制など ①関連法規制・社内規程 4 

物流拠点管理能力 物流拠点管理の考え方 ①管理の視点 5 
生産性管理 ①生産性管理の概要 6 
品質・サービス管理 ①品質管理の概要 7 

②製品品質の維持・管理 8 
③輸配送品質の維持・管理 9 
④顧客サポート品質の維持・管理 10 

コスト管理 ①コスト管理の概要 11 
②在庫管理・棚卸 12 
③委託先管理 13 

安全管理 ①安全管理の概要 14 
②危険認識・事故災害の防止 15 
③組織体制整備 16 

モラール管理 ①職場活性化の重要性 17 
②リーダーシップ 18 
③コミュニケーション 19 

改善の進め方 ①物流現場改善の概要 20 
②現況把握 21 
③改善案の企画 22 
④改善実行・推進 23 
⑤評価 24 

物流拠点管理に 
関連する専門知識
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(2) 記入欄 

①中堅管理者による現況把握と能力要件(目標レベル)の設定 

●現況欄 

中堅管理者(現場主任・リーダー)が、自分自身の現状の能力について自己 

評価を行い、その結果を記入するための欄です。 

●目標欄 

中堅管理者(現場主任・リーダー)が、到達したい能力レベル（目標レベル） 

を記入するための欄です。 

② 企業（上司）による現況把握と能力要件(目標レベル)の設定 

●現況欄 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の上司が、中堅管理者の現状の能力につ 

いて評価を行い、その結果を記入するための欄です。 

●目標欄 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の上司が、中堅管理者(現場主任・リーダ 

ー)に到達してもらいたい能力レベル （目標レベル） を記入するための欄です。 

中堅管理者 
（現場主任・リーダー） 

現況の能力 
を自己評価 
する。 

自分が目標 
とする能力 
レベルを設 
定する。 

現況 

目標 

時間 

レベル 

現況 

目標 

上司 

中堅管理者 
の現況の能 
力を評価す 
る。 

企業として、 

到達しても 
らいたい能 
力レベルを 

設定する。 

時間 

レベル
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③ 教育訓練（候補・実施）欄 

●重点項目欄 

現況把握や能力要件を設定した後に、中堅管理者(現場主任・リーダー)へ 

の教育訓練が必要である項目を選択し、記入するための欄です。 

●訓練教科欄 

重点項目として選択された能力評価項目のおける訓練教科を具体的に記入 

するための欄です（教育訓練カリキュラムシートの記載事項を参考にするこ 

とができます）。 

●実施欄 

実際に行った教育訓練の概要について記入するための欄です。 

④ 事後評価欄 

●中堅管理者欄 

中堅管理者(現場主任・リーダー)が、教育訓練実施後の自分自身の能力に 

ついて自己評価を行い、その結果を記入するための欄です。 

●上司欄 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の上司が、教育訓練実施後の中堅管理者 

(現場主任・リーダー)の能力レベルについての評価結果を記入するための欄 

です。 

上司 

重点項目を 
選択する。 

重点項目に 
おける訓練 
教科につい 
て検討する。 

教育訓練の実施 

講義、演習、ＯＪＴ 
社内研修・社外研修 
社内講師・社外講師 

中堅管理者 
（現場主任・リーダー） 

上司 

教育訓練後 
の能力を自 
己評価する。 

中堅管理者 
の教育訓練 
後の能力を 
評価する。
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⑤ 備考欄 

「備考欄」は、特記しておくべき事項等を記入するための欄です。 

(3) 評価ガイドライン 

「評価ガイドライン」は、現況把握、能力要件(目標レベル)の設定、事後評価 

等の各ステップで、評価を行う際の目安を、24 の能力評価項目ごとに示したもの 

です。 

評価ガイドラインの指標は、職業能力評価基準の記述内容を参考に、Ａ、Ｂ、 

Ｃの３段階にレベル分けして記述しています。 

＜心構え、専門知識、概要等の項目における指標＞ 

Ａ ：十分に理解している ・・・ （Ｂの行動よりも質の高い理解レベル） 

Ｂ ：大体理解している ・・・・ （基準となる理解レベル） 

Ｃ ：理解していない ・・・・・ （Ｂの行動よりも質の低い理解レベル） 

＜行動に関する項目における指標＞ 

Ａ ：常にできている ・・・・・ （Ｂの行動よりも質の高い行動レベル） 

Ｂ ：大体できている ・・・・・ （基準となる行動レベル） 

Ｃ ：できていない ・・・・・・ （Ｂの行動よりも質の低い行動レベル） 

中堅管理者 
（現場主任・リーダー） 

上司 

Ａ 

常にできてい 
る。 

十分に理解 
している。 

Ｂ 

大体できてい 
る。 

大体理解して 
いる。 

Ｃ 

できていない。 
理解していな 

い。
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＜参考＞ 

上司や中堅管理者が評価シートに記入した評価結果（記入事項）を参考に、グラフ 

化（例：レーダーチャート）することにより、評価における差（ギャップ）を明示す 

ることができます。上司と中堅管理者が面談を行う際に、グラフ化した資料を用いる 

ことにより、論点・ポイントを明確にして議論することが可能になります。 

＜例１＞ 中堅管理者の現況把握結果と、企業が設定した能力要件の比較 

0 

1 

2 

3 
1.要求される役割・能力・知識 

2.物流・ロジスティクス概論 

3.自社の内部環境・外部環境 

4.関連法規制・社内規程 

5.管理の視点 

6.生産性管理の概要 

7.品質管理の概要 

8.製品品質の維持・管理 

9.輸配送品質の維持・管理 

10.顧客サポート品質の維持・管理 

11.コスト管理の概要 

12.在庫管理・棚卸 
13.委託先管理 

14.安全管理の概要 

15.危険認識・事故災害の防止 

16.組織体制整備 

17.職場活性化の重要性 

18.リーダーシップ 

19.コミュニケーション 

20.物流現場改善の概要 

21.現況把握 

22.改善案の企画 

23.改善実行・推進 

24.評価 

中堅管理者による現況把握結果 企業が設定した能力要件 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

＜例２＞ 上司、中堅管理者による教育訓練実施後の評価の比較 

0 

1 

2 

3 
1.要求される役割・能力・知識 

2.物流・ロジスティクス概論 

3.自社の内部環境・外部環境 

4.関連法規制・社内規程 

5.管理の視点 

6.生産性管理の概要 

7.品質管理の概要 

8.製品品質の維持・管理 

9.輸配送品質の維持・管理 

10.顧客サポート品質の維持・管理 

11.コスト管理の概要 

12.在庫管理・棚卸 
13.委託先管理 

14.安全管理の概要 

15.危険認識・事故災害の防止 

16.組織体制整備 

17.職場活性化の重要性 

18.リーダーシップ 

19.コミュニケーション 

20.物流現場改善の概要 

21.現況把握 

22.改善案の企画 

23.改善実行・推進 

24.評価 

中堅管理者による事後評価 企業（上司）による事後評価 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ



- - 26 

評価シート（１／５） 

- 16 - - 17 - 

所属　 氏名　

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 Ａ　：Ｂよりも質の高い行動 Ｂ　：基準となる行動 Ｃ　：Ｂよりも質の低い行動 

大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ （常にできている） （大体できている） （できていない） 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 （十分に理解している） （大体理解できている） （理解していない） 
中堅社員 
の心構え 

中堅社員の役 
割 

①要求される役 
割・能力・知識 

1 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○中堅社員に要求される役割・能 
力・知識について十分に理解して 
おり、行動にも現れている。 

○中堅社員に要求される役割・能 
力・知識について、おおむね理解し 
ている。 
○実務上特段の支障はない。 

○中堅社員に要求される役割・能 
力・知識について理解しないまま 
業務を行っている。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

物流・ 
ロジスティクス 

①物流・ロジス 
ティクス概論 

2 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物流・ロジスティクスの概論につ 
いて十分に理解しており、質問にも 
的確に回答できている。 
○物流・ロジスティクスの概論につ 
いて、他の人に説明することができ 
る。 

○物流・ロジスティクスの概論につ 
いて、おおむね理解している。 
○実務上特段の支障はない。 

○物流・ロジスティクスの概論につ 
いて理解しないまま業務を行って 
いる。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

物流事業者の 
概況 

①自社の内部 
環境・外部環境 

3 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物流事業者の概況や自社の内 
部・外部環境について、十分に理 
解しており、他の人に説明すること 
ができる。 
○環境変化に対応するシステム・ 
仕組みの構築に向けて検討を行っ 
ている。 

○物流事業者の概況や自社の内 
部・外部環境について、おおむね 
理解している。 
○実務上特段の支障はない。 

○物流事業者の概況や自社の内 
部・外部環境を理解していない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

関係法令・規制 
など 

①関連法規制・ 
社内規程 

4 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物流拠点業務に関連する法規 
制や社内規程について、十分に理 
解しており、他の人に説明すること 
ができる。 
○法改正等に関する情報を常に入 
手している。 

○物流拠点業務に関連する法規 
制や社内規程について、おおむね 
理解している。 
○実務上特段の支障はない。 

○物流拠点業務に関連する法規 
制や社内規程について理解してい 
ない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

物流拠点 
管理能力 

物流拠点管理 
者の役割 

①管理の視点 

5 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○自社の物流拠点業務を十分に 
理解しており、他の人に説明するこ 
とができる。 
○顧客満足度の向上を図ることの 
重要性を理解している。 
○改善の重要性を理解し、サービ 
ス全体に関わる効率化・品質・コス 
ト等における問題・課題を把握、整 
理している。 
○自社に応じたＫＰＩ（重要業績評 
価指標）を選択し管理基準として活 
用している。 

○自社の物流拠点業務全般を、お 
おむね理解している。 
○顧客満足度の向上を図ることの 
重要性を、おおむね理解している。 
○改善の重要性を、おおむね理解 
している。 
○実務上特段の支障はない。 

○自社の物流拠点業務を理解して 
いない。 
○顧客満足度の重要性を理解して 
いない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

生産性管理 ①生産性管理 
の概要 

6 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物量の予測や把握を行い、作業 
量への置き換えができている（各 
作業の標準作業時間を把握してい 
る）。 
○作業生産性に関わる各種分析 
手法を十分に理解し、自社におけ 
る適正な指標管理に必要な実績 
データを把握、整理している。ま 
た、実際のデータの管理、分析に 
応用している。 
○入出荷、保管作業などの作業生 
産性の目標水準達成のために具 
体的な手法を検討している。 

○物量の予測や把握を行い、作業 
量への置き換えができている（各 
作業の標準作業時間を把握してい 
る）。 
○作業生産性に関わる各種分析 
手法を、おおむね理解し、自社に 
おける適正な指標管理に必要な実 
績データを把握、整理している。 
○実務上特段の支障はない。 

○生産性管理の重要性を理解して 
おらず、各作業の標準作用時間等 
も把握できていない。 
○作業生産性に関わる各種分析 
手法を理解していない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

評価ガイドライン 記入欄 
企業・上司 教育訓練 事後評価 

物流拠点 
管理に 
関連する 
専門知識 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

中堅管理者
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評価シート（２／５） 

- 18 - - 19 - 

所属　 氏名　

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 Ａ　：Ｂよりも質の高い行動 Ｂ　：基準となる行動 Ｃ　：Ｂよりも質の低い行動 

大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ （常にできている） （大体できている） （できていない） 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 （十分に理解している） （大体理解できている） （理解していない） 
物流拠点 
管理能力 

品質・サービス 
管理 

①品質管理の 
概要 

7 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物流品質の目標水準達成のた 
めに具体的な品質管理の手法を 
策定している。 
○物流品質の管理指標に必要な 
データを取得し、科学的管理法（Ｑ 
Ｅ等）や品質管理手法（ＱＣ、ＴＱＭ 
等）を活用した管理を積極的に推 
進している。 
○自社の物流品質を評価指標と 
照らし合わせてチェックし、品質基 
準をクリアーできるよう継続的に対 
策をとっている。 
○品質維持・向上に関する顧客 
ニーズと提供するサービス水準の 
コストとのトレードオフの関係を理 
解し、適切な水準の設定に向けて 
検証・評価している。 

○品質管理の重要性について、お 
おむね理解している。 
○物流品質の目標水準達成のた 
めに具体的な品質管理の手法を 
策定している。 
○物流品質の管理指標に必要な 
データを取得し、管理、分析に応用 
している。 
○実務上特段の支障はない。 

○品質管理の重要性を理解してお 
らず、具体的な品質管理の手法を 
策定していない。 
○物流品質の管理指標に必要な 
データの取得・管理・分析が行わ 
れていない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

②製品品質の 
維持・管理 

8 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○製品特性や製品に対応した保 
管環境を正しく理解し、自社の保 
管貨物に最適な品質維持・向上を 
図っている。 
○物流拠点内の日々の巡回点検 
項目リスト（整理整頓、温度、湿度 
の維持等）の定期的な見直しを部 
下に指示している。 
○温度、湿度、換気、賞味期限等 
の品質管理を効果的に実施するた 
めの管理手法を指導、検証してい 
る。 

○製品特性や製品に対応した保 
管環境を、おおむねく理解し、自社 
の保管貨物に最適な品質維持・向 
上を図っている。 
○温度、湿度、換気、賞味期限等 
の品質管理を効果的に実施するた 
めの管理手法を、おおむね理解し 
ている。 
○実務上特段の支障はない。 

○製品品質の維持や管理の重要 
性を理解しないまま業務を行って 
おり、汚損、破損、損傷等が発生し 
ている。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

③輸配送品質 
の維持・管理 

9 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○倉庫入荷から出荷に至るまで 
の、作業員の配置や作業段取り、 
作業環境、荷役方法・手順に問題 
がないかを確認している。 
○顧客の取引先からの要請（受注 
から納品までのリードタイムや納品 
頻度等）を踏まえ、設定されている 
保管及び付帯作業のサービス水 
準に基づき、入出荷・保管作業頻 
度、作業時間の短縮化等を総合的 
に判断している。 
○入出荷作業に使用する荷役機 
器の日常点検及び運転操作や、 
情報端末機器（ハンディターミナル 
等）の異常時の対処方法・手順を、 
部下や作業員に対して適切に指導 
している。 
○ピッキング・仕分け作業で問題 
が発生した場合には、部下や作業 
員に的確な処理を指示している。 

○倉庫入荷から出荷に至るまで 
の、作業員の配置や作業段取り、 
作業環境、荷役方法・手順に問題 
がないかを確認している。 
○入出荷作業に使用する荷役機 
器の日常点検及び運転操作や、 
情報端末機器（ハンディターミナル 
等）の異常時の対処方法・手順を、 
部下や作業員に対して適切に指導 
している。 
○実務上特段の支障はない。 

○倉庫入荷から出荷に至るまで 
の、作業員の配置や作業段取り、 
作業環境、荷役方法・手順等を理 
解しないまま業務を行っており、誤 
配、遅配、未出荷等が発生してい 
る。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

④顧客サポート 
品質の維持・管 
理 

10 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○トラブル対応方法・手順を理解 
し、対応マニュアルにしたがって対 
応を行い、トラブル対応の検証と評 
価を行っている。 
○クレーム対応方法・手順につい 
て、部下や指導員に対して指導し 
ている。 
○クレーム発生時には、原因究明 
や対応策を示し、解決に導いてい 
る。 

○トラブル対応方法・手順を、おお 
むね理解し、対応マニュアルにした 
がって対応を行っている。 
○クレーム対応方法・手順につい 
て、部下や指導員に対して指導し 
ている。 
○実務上特段の支障はない。 

○トラブル対応方法・手順を理解し 
ておらず、トラブル対応が不十分で 
ある。 
○クレーム対応方法・手順につい 
て、部下や指導員に指導ができて 
いない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

記入欄 評価ガイドライン
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評価シート（３／５） 

所属　 氏名　

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 Ａ　：Ｂよりも質の高い行動 Ｂ　：基準となる行動 Ｃ　：Ｂよりも質の低い行動 

大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ （常にできている） （大体できている） （できていない） 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 （十分に理解している） （大体理解できている） （理解していない） 
物流拠点 
管理能力 

コスト管理 ①コスト管理の 
概要 

11 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物流コスト管理の重要性を理解 
している。 
○物流コストに関する問題点の整 
理・掘り起こしを実施している。 
○物流予算管理として、契約方 
法・内容の吟味、運賃の適正化等 
の支払い物流費の削減を進めて 
いる。 
○倉庫内作業を科学的管理法に 
より分析・評価し、オペレーションコ 
ストの削減を進めている。 

○物流コスト管理の重要性をおお 
むね理解している。 
○物流コストに関する問題点の整 
理・掘り起こしを実施している。 
○実務上特段の支障はない。 

○物流コスト管理の重要性を理解 
しないまま業務を行っており、物流 
コストの削減について検討を行っ 
ていない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

②在庫管理・棚 
卸 

12 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○在庫管理や棚卸の重要性を理 
解している。 
○在庫の金額及び数量をパレート 
分析などで重要度をチェックし、管 
理方法を工夫している。 
○棚卸しの意義や作業の実施手 
順、事務的手続きを正しく理解した 
うえ、適切な作業実施計画を作成 
している。 

○在庫管理や棚卸の重要性を、お 
おむね理解している。 
○棚卸しの意義や作業の実施手 
順、事務的手続きを正しく理解した 
うえ、適切な作業実施計画を作成 
している。 
○実務上特段の支障はない。 

○在庫管理や棚卸の重要性を理 
解していない。 
○棚卸しの意義や作業の実施手 
順、事務的手続きを正しく理解して 
いないため、棚卸作業がスムーズ 
に行えていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

③委託先管理 

13 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○自社の要望や選定条件に合う 
物流委託先に委託している。 
○会社の経営方針や関連法令を 
理解し、寄託契約に係わる必要書 
類を作成している。 
○トラブルが発生した場合に、適 
切な対応措置がとれている。 
○物流委託先の評価を行い改善 
点を協議し、委託先に必要な情報 
をフィードバックするとともに適切な 
指導を行っている。 

○自社の要望や選定条件に合う 
物流委託先に委託している。 
○会社の経営方針や関連法令を、 
おおむね理解しており、寄託契約 
に係わる必要書類を作成してい 
る。 
○実務上特段の支障はない。 

○自社の要望や選定条件に合う 
物流委託先に委託できていない。 
○会社の経営方針や関連法令を 
理解しておらず、寄託契約に係わ 
る必要書類に不備が多い。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

安全管理 ①安全管理の 
概要 

14 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○物流拠点における事故・災害を 
あらかじめ防ぐことの重要性を十 
分に理解しており、他の人に説明 
することができる。 
○企業の労働災害防止対策（対応 
マニュアル）にしたがった活動を 
行っている。 

○物流拠点における事故・災害を 
あらかじめ防ぐことの重要性を、お 
おむね理解している。 
○実務上特段の支障はない。 

○安全管理の重要性について理 
解していない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

②危険認識・事 
故災害の防止 

15 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○施設や設備に関連する危険・事 
故・災害の事例について認識し、 
対応マニュアルにしたがって業務 
を遂行している。 
○物流センター内の安全が確保さ 
れるように、設備の安全管理と作 
業者への安全教育を実施してい 
る。 
○問題があった場合には、関係者 
との意見交換を迅速に行い、原因 
究明や対応策を示し、解決に導い 
ている。 

○施設や設備に関連する危険・事 
故・災害の事例について認識し、 
対応マニュアルにしたがって業務 
を遂行している。 
○物流センター内の安全が確保さ 
れるように、設備の安全管理と作 
業者への安全教育を実施してい 
る。 
○実務上特段の支障はない。 

○施設や設備に関連する危険・事 
故・災害の事例について認識して 
いない。 
○対応マニュアルの内容を理解し 
ていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

③組織体制整 
備 

16 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○危険・事故・災害防止に関わる 
マニュアルを作成し、理解し、これ 
に基づく安全衛生管理を推進して 
いる。 
○作業ミスや過去の事故・クレー 
ム事例をもとに、部下及び作業員 
にミス防止の指導・教育を行ってい 
る。 

○危険・事故・災害防止に関わる 
マニュアルを作成し、理解し、これ 
に基づく安全衛生管理を推進して 
いる。 
○実務上特段の支障はない。 

○危険・事故・災害防止に関わる 
マニュアルの内容を十分に理解し 
ていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

記入欄 評価ガイドライン 

中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

- 20 - - 21 -
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評価シート（４／５） 

所属　 氏名　

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 Ａ　：Ｂよりも質の高い行動 Ｂ　：基準となる行動 Ｃ　：Ｂよりも質の低い行動 

大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ （常にできている） （大体できている） （できていない） 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 （十分に理解している） （大体理解できている） （理解していない） 
物流拠点 
管理能力 

モラール管理 ①職場活性化 
の重要性 

17 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○職場活性化の重要性を十分に 
理解している。 
○部下や作業員の専門性、経験、 
性格等を勘案し、気持ちよく業務 
ができるように職場の環境作りに 
取り組んでいる。 
○職場の士気高揚のための方策 
（提案制度、目標設定、コミュニ 
ケーション等）を策定し、具体的な 
アクションに結びついている。 

○職場活性化の重要性を、おおむ 
ね理解している。 
○部下や作業員の専門性、経験、 
性格等を勘案し、気持ちよく業務 
ができるように職場の環境作りに 
取り組んでいる。 
○実務上特段の支障はない。 

○職場の活性化の重要性を理解 
しておらず、職場環境作りに取り組 
んでいない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

②リーダーシッ 
プ 

18 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○常に部下の模範となる言動・行 
動をしている。 
○業務知識・処理手順の向上を目 
的に、部下や作業員に実務指導を 
行っている。 
○部下の個性を念頭に置き、技能 
レベルアップを目的とした育成目 
標を部下に提示している。 
○目標達成のために、部下や作業 
員を指導・支援し、達成状況を評 
価している。 

○部下の模範となる言動・行動を 
している。 
○業務知識・処理手順の向上を目 
的に、部下や作業員に実務指導を 
行っている。 
○実務上特段の支障はない。 

○部下の模範となる言動・行動が 
できていない。 
○部下や作業員に実務指導がで 
きていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

③コミュニケー 
ション 

19 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○目標達成のために、組織の活性 
化やコミュニケーションの増大に取 
り組んでいる。 
○部下の行動や態度の変化を常 
に意識し、不平不満、悩み事、心 
配事を取り除くために意見を聞く機 
会を設けている。 

○組織の活性化やコミュニケー 
ションの増大に取り組んでいる。 
○実務上特段の支障はない。 

○コミュニケーションの重要性を理 
解しておらず、上司、部下、作業員 
とのコミュニケーションが不足して 
いる。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

記入欄 評価ガイドライン 

中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

- 22 - - 23 -
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評価シート（５／５） 

所属　 氏名　

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 Ａ　：Ｂよりも質の高い行動 Ｂ　：基準となる行動 Ｃ　：Ｂよりも質の低い行動 

大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ （常にできている） （大体できている） （できていない） 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 （十分に理解している） （大体理解できている） （理解していない） 
物流拠点 
管理能力 

改善の進め方 ①物流現場改 
善の概要 

20 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○改善の重要性を十分に理解して 
おり、他の人に説明することができ 
る。 
○サービス全体に関わる効率化・ 
品質・コスト等における問題・課題 
を把握・整理し、業務改善策を検 
討している。 

○物流現場改善の重要性につい 
て、おおむね理解している。 
○実務上特段の支障はない。 

○物流現場改善の重要性につい 
て、理解していない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

②現況把握 

21 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○入荷から出荷に至るまでの、作 
業員の配置や作業段取り、作業環 
境、荷役方法・手順等に問題がな 
いか確認ができている。 
○物流現場の作業員等から意見 
を収集する等、数値上のデータ取 
得にとどまらず、実態把握をしてい 
る。 
○客観的な分析結果が得られるよ 
うに、ＩＥやＯＲ等の一般に用いられ 
る分析手法を会得し、それらに基 
づいた科学的な分析を試みてい 
る。 

○入荷から出荷に至るまでの、作 
業員の配置や作業段取り、作業環 
境、荷役方法・手順等に問題がな 
いか、おおむね確認できている。 
○物流現場の作業員等から意見 
を収集する等、数値上のデータ取 
得にとどまらず、実態把握をしてい 
る。 
○実務上特段の支障はない。 

○倉庫入荷から出荷に至るまでの 
現況を把握する方法を理解してい 
ない。 
○基礎データや情報を的確に入手 
できていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

③改善案の企 
画 

22 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○改善事例を収集・整理し、ロジス 
ティクスシステム全体への影響を 
考察したうえで、効率化に向けて 
具体的な改善策を検討している。 
○保管及び付帯作業と収益の損 
益分岐点等の計算を行い、収支面 
のボトルネックの発見と改善・解消 
の検討をしている。 
○社内外の関係者との報告・連 
絡・相談をもとに現況把握や優先 
事項を検討し、実行計画を策定し 
ている。 

○改善事例を収集・整理し、効率 
化に向けて具体的な改善対策を検 
討している。 
○社内外の関係者との報告・連 
絡・相談をもとに現況把握や優先 
事項を検討している。 
○実務上特段の支障はない。 

○改善事例の収集・整理ができて 
いない。 
○現況把握ができておらず、改善 
案の検討に至っていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

④改善実行・推 
進 

23 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○策定された改善計画が円滑に 
機能するまでの進捗状況をフォ 
ローしている。 
○入出荷、保管、ピッキング・仕分 
けの各作業段階の改善を図るべ 
く、問題意識をもって作業を指示し 
ている。 
○問題があった場合は速やかにそ 
の原因究明とその対応措置をとっ 
ている。 

○策定された改善計画が円滑に 
機能するまでの進捗状況をフォ 
ローしている。 
○入出荷、保管、ピッキング・仕分 
けの各作業段階の改善を図るべ 
く、問題意識をもって作業を指示し 
ている。 
○実務上特段の支障はない。 

○策定された改善計画の進捗状 
況を把握できていない。 
○日常の業務遂行に支障をきたし 
ている。 

⑤評価 

24 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

○当初の目標計画と照らし合わ 
せ、改善の達成状況を定量的に分 
析し、課題を整理することにより評 
価を行っている。 
○評価をもとに、対策案を講じてい 
る。 

○当初の目標計画と照らし合わ 
せ、改善の達成状況を分析し、課 
題を整理することにより評価を行っ 
ている。 
○実務上特段の支障はない。 

○改善の達成状況の分析や評価 
を行っていない。 
○日常の業務遂行に不安がある。 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

記入欄 評価ガイドライン 

中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

- 24 - - 25 -
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４ 
評価シートを活用した 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の育成手順 

ステップ１ 評価シートの準備 

１．評価シートの入手 

【対象者】 上司 

□ 評価シート（16 ページ～25 ページ）をコピーしてください。 

□ もしくは、 社団法人日本ロジスティクスシステム協会のホームページより、 

評価シートの電子ファイルをダウンロードしてください。 

＜ダウンロード先＞ ：http://www.logistics.or.jp 

２．能力評価項目の選択と評価シートの編集 

【対象者】 上司 

□ 24 項目の中から、自社において必要な能力評価項目を選択してください。 

□ コピーを使用する場合は、対象外の項目に取り消し線を引く、記入欄に斜 

線を引く等、対象項目と対象外の項目が明確になるように評価シートを編 

集してください。 

□ 電子ファイルを使用する場合は、対象外の項目に取り消し線を引く、記入 

欄に斜線を引く、対象外の項目の行を削除する等、対象項目と対象外の項 

目が明確になるように評価シートを編集してください。
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ステップ２ 中堅管理者による現況把握・能力要件の設定 

１．評価シートの配布 

【対象者】 上司 

□ 評価シートを、中堅管理者(現場主任・リーダー)へ配布してください。 

□ 評価シートの提出方法、提出期限を指示してください。 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)に対して、 下記の事項を伝えてください。 

・ 〔現況把握〕 自分自身の現況能力を、能力評価項目ごとに記述されてい 

る「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し、記 

入欄（中堅管理者（現場主任・リーダー 現況欄）に記入してください。 

・ 〔能力要件(目標レベル)の設定〕 自分自身の現況能力を踏まえ、能力要 

件(目標レベル)を設定してください。能力評価項目ごとに記述されてい 

る「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し、記 

入欄（中堅管理者（現場主任・リーダー 目標欄）に記入してください。 

・現況把握結果を見て、何故、現在の能力レベルであるのか、原因を究明 

してください。 

・現況把握結果と能力要件(目標レベル)の差（ギャップ）を埋めるために 

は教育訓練が必要となります。上司と相談の上、指定の教育訓練を行っ 

てください。 

〔補足〕 

□ 上司による評価は、公平性、客観性、透明性を確保することを伝えること 

により、中堅管理者(現場主任・リーダー)は納得して自己評価や能力要件 

を設定することができるようになります。 

２．記入 

【対象者】 中堅管理者(現場主任・リーダー) 

①所属・氏名の記入 

□ 所属欄、氏名記入欄に、所属・氏名を記入してください。 

②現況把握 

□ 自分自身の現況能力を、能力評価項目ごとに記述されている「評価ガイド 

ライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し、記入欄（中堅管理者 現
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場主任・リーダー 現況欄）に記入してください。 

□ 記入ミス、記入モレがないか、確認してください。 

③能力要件(目標レベル)の設定 

□ 自分自身の現況能力を踏まえ、 能力要件(目標レベル)を設定してください。 

能力評価項目ごとに記述されている「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、 

Ｂ、Ｃの３段階で評価し、記入欄（中堅管理者 現場主任・リーダー 目標 

欄）に記入してください。 

□ 記入ミス、記入モレがないか、確認してください。 

◆記入例◆ 

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 
大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 
中堅社員 
の心構え 

中堅社員の役 
割 

①要求される役 
割・能力・知識 

1 Ｂ Ａ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

物流・ 
ロジスティクス 

①物流・ロジス 
ティクス概論 

2 Ｃ Ｂ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

物流事業者の 
概況 

①自社の内部 
環境・外部環境 

3 Ｃ Ｂ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

関係法令・規制 
など 

①関連法規制・ 
社内規程 

4 Ｂ Ｂ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

記入欄 
中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

物流拠点 
管理に 
関連する 
専門知識 

３．自己評価 

【対象者】 中堅管理者(現場主任・リーダー) 

□ 記入した評価結果を踏まえて、自己評価を行ってください。 

□ 現況把握結果を見て、何故、現在の能力レベルであるのか、原因について 

考えてください。 

□ 現況把握結果と能力要件(目標レベル)の差（ギャップ）を埋めるためには 

教育訓練が必要となります。上司と相談の上、指定の教育訓練を行ってく 

ださい。 

４．提出 

【対象者】 中堅管理者(現場主任・リーダー) 

□ 確認後、上司へ、指定の方法で提出してください。
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ステップ３ 上司による現況把握・能力要件の設定 

１．記入内容のチェック 

【対象者】 上司 

□ 記入ミス、記入モレ等がないか、記入内容をチェックしてください。 

２．企業評価の実施 

【対象者】 上司 

①現況把握 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)の現況把握（自己評価）結果が、過大・ 

過小評価でないか確認してください。 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)の現況能力を、能力評価項目ごとに記述 

されている「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価 

し、記入欄（企業・上司 現況欄）に記入してください。 

□ 複数の方が評価する場合は、十分に協議（意見交換）して評価を行って下 

さい。 

②能力要件(目標レベル)の設定 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)が設定した能力要件（目標レベル）が、 

過大・過小目標でないか確認してください。 

□ 能力要件(目標レベル)は、①対象となる中堅管理者(現場主任・リーダー) 

個別に設定する、 ②企業として統一した能力要件(目標レベル)を設定する、 

の２つの方法が考えられます。いずれかの方法を選択してください。 

□ 複数の方が設定する場合は、十分に協議（意見交換）して評価を行って下 

さい。 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)の能力要件(目標レベル)は、評価ガイド 

ライン（Ａ～Ｃ）を参照して設定することになっています。しかし、企業 

によって目標とするレベルが異なりますので、必ずしもＡレベルを目標に 

する必要はありません（例：Ｂレベルを目標とする）。能力要件(目標レベ 

ル)は、自社において適切なレベルに設定してください。 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー) の現況把握（自己評価）結果と、企業に 

よる現況把握（企業評価）結果を踏まえながら、中堅管理者(現場主任・リ 

ーダー)の能力要件(目標レベル)を設定してください。 能力評価項目ごとに 

記述されている「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で 

評価し、記入欄（企業・上司 目標欄）に記入してください。



- - 30 

◆記入例◆ 

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 
大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 
中堅社員 
の心構え 

中堅社員の役 
割 

①要求される役 
割・能力・知識 

1 Ｂ Ａ Ｂ Ａ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

物流・ 
ロジスティクス 

①物流・ロジス 
ティクス概論 

2 Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

物流事業者の 
概況 

①自社の内部 
環境・外部環境 

3 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

関係法令・規制 
など 

①関連法規制・ 
社内規程 

4 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

記入欄 
中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

物流拠点 
管理に 
関連する 
専門知識 

３．面談の実施 

【対象者】 上司、中堅管理者（現場主任・リーダー） 

①現況把握結果の確認 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)による現況把握（自己評価）結果と、企 

業による現況把握（企業評価）結果が異なっている場合があります。両者 

で話し合い、現況の能力レベルを確認してください。 

□ 現況把握結果を見て、何故、現在の能力レベルであるのかを検討し、原因 

を究明してください。 

②能力要件(目標レベル)の確認 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)が設定した能力要件(目標レベル)と、企 

業が設定した能力要件(目標レベル)が異なっている場合があります。両者 

で話し合い、能力要件(目標レベル)を確認してください。 

③教育訓練の必要性の確認 

□ 現況把握結果と能力要件(目標レベル)との差（ギャップ）を埋めるために 

は、教育訓練が必要になります。上司は、中堅管理者(現場主任・リーダー) 

に対して、教育訓練の必要性について、丁寧に説明・助言を行い、両者で 

確認してください。 

〔補足〕 

□ 評価シートへの記入事項を参考に、グラフ化（例：レーダーチャート）す 

ることにより、差（ギャップ）が明確になり、論点・ポイントを整理する 

ことができます。
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ステップ４ 教育カリキュラムの策定 

１．教育訓練カリキュラムシートについて 

中堅管理者(現場主任・リーダー)の教育訓練を想定した「教育訓練カリキュラムシ 

ート（33 ページをご参照ください）」を参考に、教育カリキュラムを作成することがで 

きます。 

〔教育訓練カリキュラムシート〕 

・ 教育訓練カリキュラムシートには、評価シートの 24 の能力評価項目ごとに 

訓練教科の内容が例示されています。記載事項を参考に、教育カリキュラ 

ムを作成してください。 

・ 自社の中堅管理者の現況能力、企業の目標レベル、時間や費用等、企業の 

教育訓練環境が大きく異なるため、記入欄にある教育訓練方法や時間等に 

ついては、各企業で自由に設定できるようになっています。なお、使用例 

（34 ページ）には、訓練方法や時間の目安が表記されています。参考にし 

てください。 

教育訓練カリキュラムシートの電子ファイルは、(社)日本ロジスティクスシステム 

協会のホームページよりダウンロードすることができます。 

＜ダウンロード先＞ ：http://www.logistics.or.jp 

２．教育カリキュラムの策定 

【対象者】 上司 

①重点項目の設定 

□ 評価シートに記入した、現況把握結果、設定した能力要件(目標レベル)を 

参考に、選択した能力評価項目の中から、教育訓練が必要であると思われ 

る項目を重要項目として選択し、評価シートの「重点項目」欄に、○印を 

つけてください。 

□ 長期的にみて教育訓練が必要である項目に◎印をつける、短期的に教育訓 

練が必要である項目に○印をつける等、優先順位を踏まえて記入すること 

も可能です。 

□ 重点項目は、①対象となる中堅管理者（現場主任・リーダー）個別に設定 

する場合、②企業として統一して設定する場合の２つの方法が考えられま 

す。いずれかの方法を選択してください。
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②訓練教科の検討 

□ 重点項目における現況把握結果、 設定した能力要件(目標レベル)を参考に、 

必要とされる知識や技法等を整理し、訓練教科の内容を決めてください。 

□ 訓練教科の内容は、教育訓練カリキュラムシートの「訓練教科の内容」を 

参考にしてください。記載されている訓練教科の内容の中から、不要な内 

容があれば削除してください。または、記載されていないが必要な訓練教 

科があれば追記してください（34 ページの教育訓練カリキュラムシートの 

使用例をご参照ください）。 

〔補足〕 

□ 訓練教科の作成を自社だけで行うことが難しい場合は、外部機関（例：物 

流・ロジスティクスに関連する専門団体）や専門家等による助言・アドバ 

イスが参考になります。 

③教育訓練方法の検討 

□ 教育訓練の方法は、外部機関（例：物流・ロジスティクスに関連する専門 

団体）や専門家等が実施している社外研修や、事例等が参考になります。 

教育訓練に関する情報収集を行ってください。また、教育訓練を社外講師 

に依頼することを検討している場合は、講師に関する情報収集も行ってく 

ださい。 

□ 教育訓練を行う講師が社内に存在するかどうか確認してください。また、 

その講師が教育訓練（テキスト作成、講義等）のために時間を割くことが 

可能かどうかを確認してください。 

□ 重点項目の教育訓練方法（講義、演習、OJT 等）について、該当する欄に 

○印をつけてください。さらに、それぞれの教育訓練時間を記入してくだ 

さい。 

□ 研修の実施形態（社内研修、社外研修）や、講師属性（社内講師、社外講 

師）について記入してください。 

〔補足〕 

□ 教育訓練方法の検討や具体化、社外講師の選定等を自社だけで行うことが 

難しい場合は、外部機関（例：物流・ロジスティクスに関連する専門団体） 

や専門家等による助言・アドバイスが参考になります。 

□ 物流現場で働く中堅管理者は、長期間に渡って、自分の担当する現場を離 

れることができません。そのため、中堅管理者の参加しやすさを考慮して 

（開催時期・頻度・時間帯、場所等）、教育訓練方法を検討してください。 

④その他 

□ その他特記事項がありましたら、備考欄に記入してください。
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＜教育訓練カリキュラムシート＞ 

教科名 NO. 重点 訓練教科の内容　（例） 

大項目 中項目 小項目 項目 講義 演習・実習 OJT 研修 講師 備考欄 

時間 時間 時間 

中堅社員の心構え 中堅社員の役割 
①要求される役割・能 
力・知識 

1 
中堅社員に求められること（専門能力・知識、企画、マネジメント、営業、改善、リーダーシッ 
プ、コミュニケーション、創意工夫等） 

社内・社外 社内・社外 

物流拠点管理に 
関連する専門知識 

物流・ロジスティクス ①物流・ロジスティクス概論 2 物流・ロジスティクスの概要 社内・社外 社内・社外 

物流事業者の概況 ①自社の内部環境・外部環境 3 
事業特性、利益構造（会社、物流拠点） 
発荷主（顧客）、着荷主、委託先、競合、新規参入、代替品、環境変化、ＳＷＯＴ 
入荷～出荷までの業務の概要、自社の物流拠点での業務の整理 

社内・社外 社内・社外 

関係法令・規制など ①関連法規制・社内規程 4 物流拠点業務に関連する法・規制の概要(倉庫業法、労働基準法、労働安全衛生法等) 社内・社外 社内・社外 

物流拠点管理能力 物流拠点管理者の役割 ①管理の視点 5 
マネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）、生産性、品質・サービス、コスト、安全性、モラール、トレード 
オフ、顧客満足、物流現場改善の重要性 

社内・社外 社内・社外 

生産性管理 ①生産性管理の概要 6 
概要、代表的な管理指標等 
保管、荷役、（輸配送）における作業性向上の阻害要因や構造の把握、生産性向上の考え方 

社内・社外 社内・社外 

品質・サービス管理 ①品質管理の概要 7 概要、管理の視点（製品品質、輸配送品質、顧客サポート品質） 社内・社外 社内・社外 

②製品品質の維持・管理 8 汚損、破損、損傷の防止、温度管理の徹底　等 社内・社外 社内・社外 

③輸配送品質の維持・管理 9 誤配、未出荷、紛失、誤量、誤品、遅配等の防止　等 社内・社外 社内・社外 

④顧客サポート品質の 
維持・管理 

10 
トラブル・イレギュラー対応（方法手順、推進、検証と評価） 
クレーム管理（対応方法、対応力、原因究明と対策・改善策の立案） 
その他（環境負荷低減やトレーサビリティ対応） 

社内・社外 社内・社外 

コスト管理 ①コスト管理の概要 11 概要、コスト管理分析手法、代表的な管理指標、経費（部門の独立採算性）、目標管理　等 社内・社外 社内・社外 

②在庫管理・棚卸 12 在庫管理手法、在庫削減方策、在庫分析手法（ＡＢＣ分析）、棚卸 社内・社外 社内・社外 

③委託先管理 13 目的、自社の外注先の整理、管理手法、料金体系、契約業務、精算業務 社内・社外 社内・社外 

安全管理 ①安全管理の概要 14 概要（人の安全、危険・災害防止、組織体制整備） 社内・社外 社内・社外 

②危険認識・事故災害の防止 15 物流機器の作業危険・災害防止、保守・点検　等 社内・社外 社内・社外 

③組織体制整備 16 安全意識の徹底、安全教育の徹底 社内・社外 社内・社外 

モラール管理 ①職場活性化の重要性 17 
目標管理、職務拡大・充実、小集団活動、提案制度、モラールサーベイ、コミュニケーション、 
カウンセリング 

社内・社外 社内・社外 

②リーダーシップ 18 
部下の育成、育成スキル（指導、ほめ方・叱り方、面談、動機付け）、ＯＪＴの進め方、コーチン 
グ 

社内・社外 社内・社外 

③コミュニケーション 19 報・連・相、挨拶、話し方・聴き方、パートアルバイトの活性化、他部門との連携 社内・社外 社内・社外 

改善の進め方 ①物流現場改善の概要 20 
現場改善の重要性（物流現場改善とは、物流現場改善による効果・インパクト）、５Ｓ、改善の 
手順（ＰＤＣＡサイクル、手順（現況把握、改善企画、改善実行、評価・定着）） 

社内・社外 社内・社外 

②現況把握 21 
気づき、問題点・原因の把握、分析手法（工程分析、ＷＳ（ワークサンプリング）、ＴＳ（タイムス 
タディ）、動作分析、Ｒ－ｆ分析　等） 

社内・社外 社内・社外 

③改善案の企画 22 
改善の着眼点（Ｅ（排除）、Ｃ（結合）、Ｒ（入替え）、Ｓ（簡素化））、創出技法（ＫＪ法　等）、改善 
手法、改善事例、目標設定、実行計画の策定 

社内・社外 社内・社外 

④改善実行・推進 23 目標管理、進捗管理、スキル管理、業務マニュアルの作成 社内・社外 社内・社外 

⑤評価 24 評価の視点、評価指標、見える化、標準化 社内・社外 社内・社外 

計 計 計 

記入欄 

-
 
3
3
 
-
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＜教育訓練カリキュラムシート＞ 使用例 ：物流現場管理者 基礎研修・改善研修・改善実践研修 

教科名 NO. 重点 訓練教科の内容 

大項目 中項目 小項目 項目 講義 演習・実習 OJT 研修 講師 備考欄 

時間 時間 時間 

中堅社員の心構え 中堅社員の役割 
①要求される役割・能 
力・知識 

1 ○ リーダーの役割、リーダーに必要な条件 ○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

物流拠点管理に 
関連する専門知識 

物流・ロジスティクス ①物流・ロジスティクス概論 2 ○ 

物流事業者の概況 ①自社の内部環境・外部環境 3 △ 対象外 

関係法令・規制など ①関連法規制・社内規程 4 ○ 

物流拠点管理能力 物流拠点管理者の役割 ①管理の視点 5 ◎ 
リーダーの管理業務の確認（目標管理、日常管理、進捗管理、設備管理、品質管理、教育、 
コミュニケーション） 

○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

生産性管理 ①生産性管理の概要 6 ○ 概要、物流サービスと品質、要因管理、作業管理（流通加工作業の改善） ○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

品質・サービス管理 ①品質管理の概要 7 ◎ 概要（顧客サービス管理） ○ 社内研修 
社内講師 
社外講師 

②製品品質の維持・管理 8 ◎ 不良・ミスの発生原因と追求・分析方法（特性要因図） ○ 1 社内研修 
社内講師 
社外講師 

③輸配送品質の維持・管理 9 ◎ 不良・ミスの発生原因と追求・分析方法（特性要因図） ○ 社内研修 
社内講師 
社外講師 

④顧客サポート品質の 
維持・管理 

10 ◎ クレーム管理（原因究明と対策・改善策の立案） ○ 社内研修 
社内講師 
社外講師 

コスト管理 ①コスト管理の概要 11 ◎ ＡＢＣ原価管理、物流効率化診断、物流コスト分析 ○ 1 社内研修 
社内講師 
社外講師 

②在庫管理・棚卸 12 ○ 

③委託先管理 13 ○ 物流業務委託方式 ○ 社内研修 
社内講師 
社外講師 

安全管理 ①安全管理の概要 14 △ 

②危険認識・事故災害の防止 15 ○ 
対象外 

（実施済） 

③組織体制整備 16 ◎ 

モラール管理 ①職場活性化の重要性 17 ◎ 目標管理（改善目標の策定方法） ○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

②リーダーシップ 18 ◎ 教育・指導（スキル管理） ○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

③コミュニケーション 19 ○ トラブル対応とコミュニケーション（緊急会議、報・連・相の徹底、相談しやすい環境作り） ○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

改善の進め方 ①物流現場改善の概要 20 ◎ 現場改善の基本（５Ｓ） ○ 0.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

②現況把握 21 ◎ 
問題とは、現状分析（工程分析、稼働分析（ワークサンプリング）、作業・動作分析、原因分 
析） 

○ 2 ○ 2.5 社内研修 
社内講師 
社外講師 

③改善案の企画 22 ○ 
改善の着眼点（排除、結合、入替え、簡素化）、改善の進め方、改善事例、改善分析ツール、 
改革のポイント 

○ 2.5 ○ 2.5 ○ 12 社内研修 
社内講師 
社外講師 

④改善実行・推進 23 ◎ ○ 40 社内研修 
社内講師 
社外講師 

⑤評価 24 △ 対象外 

計 10 計 5 計 52 

記入欄 

-
 
3
4
 
-
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２．評価シートへの記入 

教育カリキュラムの策定 （教育訓練カリキュラムシートの作成） が終わりましたら、 

その内容を評価シートへ転記してください。 

◆記入例◆ 

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 
大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 
中堅社員 
の心構え 

中堅社員の役 
割 

①要求される役 
割・能力・知識 

1 Ｂ Ａ Ｂ Ａ ○ 

・中堅社員に 
求められる 
基本的な能 
力 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

物流・ 
ロジスティクス 

①物流・ロジス 
ティクス概論 

2 Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ ○ 
・物流やロジ 
スティクスの 
概要 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

物流事業者の 
概況 

①自社の内部 
環境・外部環境 

3 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

重点項目ではない 
ので、教育訓練の 
対象外とする。 

関係法令・規制 
など 

①関連法規制・ 
社内規程 

4 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ ○ 
・倉庫業法 
・労働安全衛 
生法 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

記入欄 
中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

物流拠点 
管理に 
関連する 
専門知識
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ステップ５ 教育訓練の実施 

策定した教育カリキュラムを参考に、教育訓練を実施してください。 

ここでは、教育訓練カリキュラムシートを活用し、実際に行われた教育訓練につい 

て紹介します。 

①重点項目の設定 

・ 24 の能力評価項目を対象として教育訓練を実施することが望ましいが、対 

象者の現状の能力レベルや能力要件（目標レベル）を考慮し、優先順位を付 

け、優先度の高い項目（改善）を中心に教育訓練を実施することにした。 

②実施方法の検討 

・ 教育訓練の実施時期が繁忙期であり、物流現場で働く中堅管理者を、教育訓 

練のために長期間に渡って職場を離れさせることができないため、 １日あた 

りの教育訓練時間（講義時間）を短くし、定期的に実施することにした。 

・ 物流拠点内の会議室を利用することにより、 移動による時間ロスを軽減した。 

・ 対象の物流センターの近隣に、 いくつか自社の物流センターが存在するため、 

これらの物流センターに勤務する中堅管理者も対象者とした。 

・ 物流現場の状況により、急遽参加できなくなる可能性もあったため、中堅管 

理者が参加しやすいよう、午前と午後に同じ内容の講義を実施した。 

・ 改善実践研修は、実際の現場業務を対象として、実習を行うこととした。 

③講師の選定 

・ 講師は、社内講師と社外講師の２名で実施した。 

＜教育訓練の実施例＞ 

班 時刻 訓練教科の内容 備考 

1日目 午前班 9:00-11:30 講義 

午後班 13:00-15:30 

2日目 午前班 9:00-11:30 講義 

午後班 13:00-15:30 

3日目 午前班 9:00-11:30 講義 

午後班 13:00-15:30 

4日目 午前班 9:00-11:30 講義 

午後班 13:00-15:30 

5日目 午前班 9:00-11:30 実習 

午後班 13:00-15:30 

6日目 午前班 9:00-11:30 実習 

午後班 13:00-15:30 

●物流拠点管理者　改善研修②
　　・改善分析ツール
　　・改善ポイント、改善事例 

●物流拠点管理者　改善実践研修①
　　・問題点/課題の整理 

●物流拠点管理者　改善実践研修②
　　・改善案の立案 

●物流拠点管理者　基礎研修①
　　・物流拠点管理者の役割
　　・改善を実行する時のポイント 

●物流拠点管理者　基礎研修②
　　・物流品質管理
　　・コスト管理 

●物流拠点管理者　改善研修①
　　・改善基礎、５Ｓ
　　・物流ＩＥ改善技法
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ステップ６ 中堅管理者による事後評価 

１．評価実施時期の検討 

【対象者】 上司 

□ 教育訓練の効果は、教育訓練実施後、ある一定の期間が経過してから現れ 

てきます。教育訓練後の経過期間について確認し、事後評価の実施時期に 

ついて検討してください。 

２．評価シートの配布 

【対象者】 上司 

□ 評価シートを、中堅管理者(現場主任・リーダー)へ配布してください。 

□ 評価シートの提出方法、提出期限を指示してください。 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)に対して、 下記の事項を伝えてください。 

・ 〔事後評価〕 教育訓練実施後の自分自身の能力を、能力評価項目ごとに 

記述されている「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階 

で評価し、記入欄（事後評価 中堅管理者欄）に記入してください。 

・教育訓練の実施前と実施後の評価を比較し、能力向上度合いについて確 

認してください。 

・能力要件（目標レベル）と事後評価を比較し、目標達成度合いについて 

確認してください。 

〔補足〕 

□ 上司による評価は、公平性、客観性、透明性を確保することを伝えること 

により、中堅管理者(現場主任・リーダー)は納得して自己評価することが 

できるようになります。 

３．記入 

【対象者】 中堅管理者(現場主任・リーダー) 

□ 教育訓練実施後の自分自身の能力を、能力評価項目ごとに記述されている 

「評価ガイドライン」を参照して、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し、記入欄 

（事後評価 自己評価欄）に記入してください。 

□ 記入ミス、記入モレがないか、確認してください。
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◆記入例◆ 

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 
大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 
中堅社員 
の心構え 

中堅社員の役 
割 

①要求される役 
割・能力・知識 

1 Ｂ Ａ Ｂ Ａ ○ 

・中堅社員に 
求められる 
基本的な能 
力 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 
Ｂ 

物流・ 
ロジスティクス 

①物流・ロジス 
ティクス概論 

2 Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ ○ 
・物流やロジ 
スティクスの 
概要 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 
Ｃ 

物流事業者の 
概況 

①自社の内部 
環境・外部環境 

3 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

重点項目ではない 
ので、教育訓練の 
対象外とする。 

関係法令・規制 
など 

①関連法規制・ 
社内規程 

4 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ ○ 
・倉庫業法 
・労働安全衛 
生法 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 
Ｂ 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

記入欄 
中堅管理者 企業・上司 教育訓練 事後評価 

物流拠点 
管理に 
関連する 
専門知識 

４．自己評価 

【対象者】 中堅管理者(現場主任・リーダー) 

□ 教育訓練の実施前と実施後の評価を比較し、能力向上度合いについて確認 

してください。 

□ 能力要件（目標レベル）と事後評価を比較し、目標達成度合いについて確 

認してください。 

□ 能力向上や目標達成が未達であった場合 （評価に差が生じていた場合） は、 

上司と話し合い、改善するために、自主的に取り組むべき方策、今後の教 

育訓練等について助言をうけてください。 

５．提出 

【対象者】 中堅管理者(現場主任・リーダー) 

□ 確認後、上司へ、指定の方法で提出してください。
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ステップ７ 上司による事後評価 

１．記入内容のチェック 

【対象者】 上司 

□ 記入ミス、記入モレ等がないか、記入内容をチェックしてください。 

２．企業評価の実施 

【対象者】 上司 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)の事後評価結果が、過大・過小評価でな 

いか確認してください。 

□ 教育訓練の効果は、教育訓練実施後、ある一定の期間が経過してからでて 

きます。教育訓練後の経過期間について確認してください。 

□ 複数の方が評価する場合は、十分に協議（意見交換）して評価を行って下 

さい。 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー) の教育訓練後の企業評価を行ってくださ 

い。能力評価項目ごとに記述されている「評価ガイドライン」を参照して、 

Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価し、記入欄（事後評価 企業・上司欄）に記入 

してください。 

□ 教育訓練の実施前と実施後の評価を比較し、能力向上度合いについて確認 

してください。 

□ 能力要件（目標レベル）と事後評価を比較し、目標達成度合いについて確 

認してください。



- - 40 

◆記入例◆ 

能力評価項目 NO. 

重点 備考欄 
大項目 中項目 小項目 項目 訓練教科 中堅 企業・ 

現況 目標 現況 目標 候補 講義 演習 OJT 研修 講師 管理者 上司 
中堅社員 
の心構え 

中堅社員の役 
割 

①要求される役 
割・能力・知識 

1 Ｂ Ａ Ｂ Ａ ○ 

・中堅社員に 
求められる 
基本的な能 
力 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 
Ｂ Ａ 

物流・ 
ロジスティクス 

①物流・ロジス 
ティクス概論 

2 Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ ○ 
・物流やロジ 
スティクスの 
概要 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 
Ｃ Ｂ 

物流事業者の 
概況 

①自社の内部 
環境・外部環境 

3 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 

重点項目ではない 
ので、教育訓練の 
対象外とする。 

関係法令・規制 
など 

①関連法規制・ 
社内規程 

4 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ ○ 
・倉庫業法 
・労働安全衛 
生法 

○ 
社内 

・ 
社外 

社内 
・ 

社外 
Ｂ Ｃ 

事後評価 

物流拠点 
管理に 
関連する 
専門知識 

記入欄 

現場主任・ﾘｰﾀﾞｰ 実施 

中堅管理者 企業・上司 教育訓練 

３．面談の実施 

上司と中堅管理者(現場主任・リーダー)による面談を実施してください。 

【対象者】 上司、中堅管理者（現場主任・リーダー） 

□ 中堅管理者(現場主任・リーダー)による事後把握結果と、企業による事後 

評価結果が異なっている場合があります。両者で話し合い、教育訓練実施 

後の能力レベルについて確認してください。 

□ 能力向上や目標達成が未達であった場合 （評価に差が生じていた場合） は、 

その原因を追求してください。 

□ 未達であった場合は、上司は、中堅管理者(現場主任・リーダー)に対して、 

原因や今後の対策等について、丁寧に説明・助言を行ってください。 

〔補足〕 

□ 評価シートへの記入事項を参考に、グラフ化（例：レーダーチャート）す 

ることにより、差（ギャップ）が明確になり、論点・ポイントを整理する 

ことができます。
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付録 手引き作成の経緯 

「平成２１年度事業主団体による能力評価制度の整備事業（ロジスティクス分野） 」 

において、学識経験者、企業委員からなる委員会、プロジェクトチームが組織され、 

物流現場で働く中堅管理者(現場主任・リーダー)を対象とした訓練・評価システムに 

ついて検討がなされた。この事業の成果物のひとつが、本手引きである。 

◆委員会 （順不同・敬称略 就任時現在） 

○委員長 

(1) 増井 忠幸 東京都市大学 環境情報学部 教授 

○委員 

(2) 安達 英雄 第一貨物株式会社 常務取締役 

(3) 石井 智章 株式会社日立物流 グローバル営業企画部 担当部長 

(4) 鎌田 利弘 味の素物流株式会社 取締役 専務執行役員 

事業統括本部長 

(5) 兒玉 千明 住友電気工業株式会社 物流管理部長 

(6) 小林 広義 日本ロジテム株式会社 品質管理部 部長 

(7) 末岡 毅 株式会社エルエルシー 代表取締役 

(8) 橋本 昭三 プラネット物流株式会社 事業推進部 担当部長 

兼 エコソリューション室長 

○オブザーバー 厚生労働省 職業能力開発局 能力評価課 

○事務局 社団法人日本ロジスティクスシステム協会 

◆プロジェクトチーム （順不同・敬称略 就任時現在） 

○座長 

(1) 末岡 毅 株式会社エルエルシー 代表取締役 

○委員 

(2) 石井 智章 株式会社日立物流 グローバル営業企画部 担当部長 

(3) 奥山 茂樹 第一貨物株式会社 人事部 次長 

(4) 小林 広義 日本ロジテム株式会社 品質管理部 部長 

(5) 竹澤 公一 味の素物流株式会社 人事・総務部 課長 

○事務局 社団法人日本ロジスティクスシステム協会
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